
第２号様式（第９条関係） 

特定粉じん排出等作業完了報告書 
 

年  月  日 

 中野区長 宛て  

 住所 

    氏名                       

       電話番号 （    ）                

 （法人にあっては、名称、代表者の氏名並びに主たる事務所の所在地及び電話番号） 

大気汚染防止法第１８条の１７第１項又は第２項の規定により届け出た特定粉じん排出等作業を完了

したので、次のとおり報告します。 

届出対象特定工事の名称  

届出対象特定工事の場所  

届出対象特定工事の発注者 

又は自主施工者 
(□欄には「レ」又は■を記すこと) 
 

□発注者 

住 所 

氏 名 

電 話 （   ） 

（法人にあっては、名称、代表者の氏名並びに主たる事務所の所在地及び電話番

号） 

□自主施工者（本報告書の報告者と同じ。） 

特定粉じん排出等作業実施届の届

出日 
   年   月   日 

特定粉じん排出等作業の実施期間 自      年  月  日 ～ 至      年  月  日 

除去等工事に係るアスベスト測定

の結果（敷地境界の最大値） 

施工前 施工中 施工後 

   本/ℓ    本/ℓ    本/ℓ 

届出対象特定工事の元請業者又は

自主施工者の現場責任者の氏名及

び連絡場所 

 

電話  

除去又は囲い込み等の完了の確認

を行った者の氏名及び当該者が当

該確認を適切に行うために必要な

知識を有する者に該当することを

明らかにする事項 

氏名 

□ 建 築

物 石 綿

含 有 建

材 調 査

者 

講習実施機関の 

名称 

 

種別  □一般  □特定  □一戸建て等  

□(一社)日本アスベスト調査診断協会登録者（   年  月  日登録） 

□当該特定工事に係る石綿作業主任者 

大気中の石綿濃度の測定をした者

の氏名及び所属する機関又は法人

の名称、連絡先電話番号 

 

電話  

※ 受付欄 

備考 

１ 「除去又は囲い込み等の完了の確認を行った者の氏名及び当該者が当該確認を適切に行うために必要な知

識を有する者に該当することを明らかにする事項」の欄については、氏名のほか該当する事項ごとに次の

とおり記載すること。 

(1) 除去又は囲い込み等の完了の確認を行った者（以下「確認者」という。）が建築物石綿含有建材調査者講

習登録規程（平成３０年厚生労働省・国土交通省・環境省告示第１号）に規定する建築物石綿含有建材調



査者である場合 

確認者が、同規程第２条第２項に規定する一般建築物石綿含有建材調査者に該当する場合は「一般」、

同条第３項に規定する特定建築物石綿含有建材調査者に該当する場合は「特定」、同条第４項に規定する一

戸建て等石綿含有建材調査者に該当する場合は「一戸建て等」の□欄にレ点又は■を記すとともに、同規

程に基づく講習を受講した講習実施機関の名称を記載すること。 

(2) 確認者が一般社団法人日本アスベスト調査診断協会に登録されている者である場合 

「(一社)日本アスベスト調査診断協会登録者」の□欄にレ点又は■を記すとともに、登録日を記載する

こと。 

(3) 確認者が当該特定工事に係る石綿作業主任者（石綿障害予防規則（平成１７年厚生労働省令第２１号）

第１９条に規定する者をいう。）である場合 

「当該特定工事に係る石綿作業主任者」の□欄にレ点又は■を記すとともに、石綿障害予防規則第１９

条に基づく技能講習を受講した講習実施機関の名称を記載すること。 

２ この届出書には以下のものを添付すること。 

(1) 工事写真 

(2) 発生した廃石綿等に係る産業廃棄物管理票(マニフェスト)Ｅ票の写し又は処分終了日の記載のある受渡

確認票 

(3) 都民の健康と安全を確保する環境に関する条例施行規則（平成１３年東京都規則第３４号）別表第１３

の１の項に該当する場合は、大気中の石綿濃度調査結果報告書 

(4) 特定粉じん排出等作業実施届出書又は石綿飛散防止方法等計画届出書（これらの添付書類を含む。）の記

載内容に変更がある場合は、その内容に関する資料 


